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とっとり弥生の王国調査整備活用委員会調査研究部会 

（青谷上寺地遺跡担当）を開催します。 

 

平成２８年度とっとり弥生の王国調査整備活用委員会調査研究部会（青谷上寺地遺跡担

当）を下記のとおり開催しますので、ぜひ取材いただきますようお願いします。 

 

記 

１ 日 時  

平成２９年２月２７日（月） 午後０時４０分から午後３時まで 

 

２ 場 所  

鳥取市青谷町総合支所多目的ホール（鳥取市青谷町青谷６６７） 

 

３ 主な内容   

（１）平成２８年度発掘調査（第１７次調査）の成果について 

 

 

 

（２）平成２８年度整備予備調査（ボーリング調査）の成果について 

（３）平成２９年度の発掘調査計画について 

 

４ とっとり弥生の王国調査整備活用委員会調査研究部会（青谷上寺地遺跡担当） 

青谷上寺地遺跡の学術的な発掘調査の方法・計画について専門的に検討する。 

 

５ 公開について 

  この会は県民の皆様に公開します。下記のとおり当日に傍聴の申込みを受付けます。 

（１）傍 聴 定 員 ２０名（先着順、定員になり次第締め切ります。） 

（２）受付開始時刻 午後０時２５分から 

（３）受 付 場 所 鳥取市青谷町総合支所 多目的ホール（会場） 

専 門 委員氏名 所 属 
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独立行政法人国立文化財機構 

奈良文化財研究所都城発掘調査部 主任研究員 

※青谷上寺地遺跡第１７次調査では、奈良時代以降に大規模な土地造成が行われた痕

跡が見つかったほか、山陰地方で初めてとなるガラス製作の痕跡が発見されました。 

今回の調査研究部会ではその調査成果の詳細を報告し、指導をいただきます。 


